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杉江自治会  古髙 孝子 

 

 穏やかで優しいまなざしを向けられ､勝島先生のお話は､今日の日は「誰もがかけがえの

ない今日一日となる」ということばで始まりました｡ 

人生を時に自分に厳しく､そして豊かに生きてこられた重みのあることばだと感じまし

た｡ 

先生は「いつも現在どうあるべきか

と考えるとき､過去を顧みて未来を夢

みることだ」と言われました｡ 

だれもが願うほんとうの「幸せ」と

は､いろんな人のご恩を受けてしあわ

せとなることであり､｢自分が幸せで

あるということに気づかないほど不

幸なことはない」ということばに今の

自分を見つめ直すことができました｡ 

子育て､教育の話では､(尋常小学校

当時）80 年前の教育が何を教えたか

ったのか､現在に至りそのときの大切

なものが忘れられ､今の子どもたちの心の貧困を生み出しているのではないか｡｢不易流行｣

どの時代でも何が変わらず大切にしなければいけないかを見分け、私たちが心で伝えなけ

ればならないことを教えられました｡ 

今の私に元気と幸せな気分に浸れた機会をくださり､感謝とともにありがとうございま

した。 （ 9 月 3 日実施 ） 
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三宅稲葉自治会  寺町 栄 

 

 ９月 29 日(木)、昨夜から激しく降る雨も「なんという事でしょう!」、朝方には上がり、総勢 46 名

を乗せた「ふれあいお楽しみ会」のバス２台は一路長浜へ。 

  車中では楽しいおしゃべりに花が咲きました。ガラスコップにシールを貼ったり、切り抜いたりす

るめずらしいサンドブラストの体験では無口になってひたすら作ることに没頭される方、隣の人と和

やかに談笑しながら作られる方、やがて小一時間を経つ頃には世界で一つだけのステキな作品が仕上

がり、そこには笑顔があふれていました。 

  美味しくいただいた昼食時は、和やかに語らいながら交流親睦を一層深め合いました。 

  午後のヤンマーミュージアムでは、最新型トラクターやショベルカーの乗車や操作、足湯をしたり

と様々な体験を楽しみました。 

来館していた可愛い小学生の驚きや発見、感動の声を耳にしながらミュージアムをあとにしました。 

ゆっくり楽しく過ごした旅に感謝、参加された皆様、企画準備等にご尽力いただいた役員の皆様、本

当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあいお楽しみ会」の旅に参加して 
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自 治 会 ふ れ あ い 活 動 

 

杉江自治会 

太陽が照りつける夏休みに、三の宮神社の木

を利用して、高齢者と小学生と幼児を対象にし

たサロンを実施しました。 

青竹を接いだ本格的流しそうめんを楽しみ、

高齢者の方は流れる素麺をとらえてその場で食

べたり、テーブル席に持ち帰って歓談しながら 

食べておられました。 

子供達も大喜びで、最高の笑顔を見せてくれ

ました。 

高齢者が得意とされる、コマ回しや皿回しを

やり、コツを子供達に教えて下さいました。 

最後のお楽しみは一人三本のポイを持って、

金魚すくいに挑戦しました。 

少子高齢化の進む中で、今後もふれあいを大

切にした世代間交流サロンを実施して行きたい     

 
 

 

８月 20日(土)第 17回金森自治会夏まつりが

盛大におこなわれました。 

ビニールボールを使ったすいか割り、夏の定

番流しそうめん、グランドゴルフなど子ども向

けイベントを親子で楽しむほほえましい姿が多

くみられました。 

展示会場では、琴と尺八の生演奏で、作品を

見る人の心を和ましていました。 

最後のイベント「ビンゴゲーム」を迎えた頃、

夕立に見舞われるハプニングにあいましたが、

室内に移し事なきを得、夏の楽しい 1日を無事

終了できました。 

 

 

 

と考えています。（ 7 月 27 日実施 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流しそうめんで世代間交流サロン 夏 ま つ り 

金森自治会 
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掲 示 板 

平成 28年度 

≪ふれあいと福祉の心を育てるつどい≫ 

日 時：平成28年12月11日 （日） 

     午後 0時 30分～午後 4時 

場 所：小津会館 

 

≪小津学区在宅介護者のつどい≫ 

日 時：平成 29 年２月 10 日 （金）

正午～午後３時 

場 所：パインツリーたまがわ 

 

 

 

 

大林自治会長 清田 雅宣 

百歳体操担当  蔦 夏江 

大林町の“のび体操”は、包括支援センターの要 

請を受けて 8月 9日にスタートしました。 

初回は、握力、背骨カーブ、片足立ち、歩幅など

の事前体力測定です。 

2回目から、伸縮バンドを使ったトレーニング。 

大和大学の佐伯先生はイケメンだけでなく話術も

達者。  

「はあーい、肩にベルトをかけて下さい。 

少しづつ伸ばしましょうか！いやー、みなさんお上

手ですね！」参加者はどんどんと引き込まれて行き

ました。 

現在、大林町の高齢化率は約 43％で、守山市（全

体で 20.3％）の中で 2番目に高く、国が心配する 40％ 

を既に超えていますが、日頃のサロン活動も盛んで 

お元気な方が多いです。 

90歳の矢守さん、89歳の梅景さんも毎回参加。 

10月 4日、NHK大津の取材も入り緊張しているなか

で、事後の体力測定が行われました。 

多くの方が「体調が良くなった。姿勢がしゃんと

してきた！」などの感想を言っておられました。 

今後も“のび体操”を続けてどんどん健康寿命を

延ばしてほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「の び 体 操 に つ い て」 


